
  

学
校
名 

熊
谷
市
立
江
南
南
小
学
校  

 
 

 
 

 
 

校

長

名

 

白

石

 

正

幸 

1 

本
校
の
沿
革 

本
校
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
に
開
校
し
、
今
年

で
百
三
十
九
年
目
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で

あ
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、「
夢
と
志
を
は
ぐ
く
む

学
校
」
を
合
い
言
葉
に
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て「
知
・

徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。 

 

平
成
十
九
年
に
市
制
施
行
に
よ
り
、
熊
谷
市
立
江
南
南

小
学
校
と
改
称
す
る
。
平
成
二
十
八
年
に
埼
玉
県
学
校
環

境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
校
を
受
賞
す
る
。 

 

初
代
校
長
の
小
林
倭
子
先
生
は
後
に
初
代
埼
玉
県
教
育

委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
方
で
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
や
る
」

「
小
さ
な
出
来
事
を
粗
末
に
扱
わ
な
い
」
と
い
う
信
念
で
、

本
校
教
育
の
基
礎
を
築
い
た
。 

 

二 

校
章
・校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

１ 

校
章 

 
 

① 

制
定
年 

不
明 

 
 

② 

デ
ザ
イ
ン
の
意
図 

 
 

 
 

花
び
ら 

 
 
―

 

江
南
南
小
の
桜
の
花 

 
 

 
 

花
び
ら
の
中 

―
 

片
仮
名
の
ミ 

 
 

 
 

花
び
ら
の
間 

―
 

片
仮
名
の
ナ 

 
 

 
 

 

 

２ 

校
歌 

 
 

① 

制
定
年 

昭
和
五
十
三
年 

 
 

② 

特
徴
な
ど 

        

作
詞 

岡
部 

正
次 

氏 

 
 

 
 

 
 

 

（江
南
幼
稚
園
園
長
） 

作
曲 

成
沢 

潤
蔵 

氏 

 
 

 
 

 
 

 

（埼
玉
師
範
学
校
教
諭
） 

 
 

 
 

七
・
五
調
の
歌
詞
。
作
詞
案
は
、
岡
部
氏
よ
り
四
つ

提
出
さ
れ
て
い
る
。「
昭
和
五
十
二
年
度
以
降
学
校
沿
革

誌
㈢
」
に
は
、「
制
定
委
員
会
よ
り
決
定
」
、「
岡
部 

正
次 

先
生
の
努
力
に
よ
り
制
定
で
き
た
」と
記
載
が
あ
る
。 



   江南南小学校校歌 楽譜 

本
校
の
前
身
で
あ
る
小
原

小
学
校
校
歌
は
埼
玉
県
師

範
学
校
教
諭
成
沢
潤
蔵
氏

の
作
詞
作
曲
に
よ
り
明
治

の
終
わ
り
頃
か
ら
長
く
歌

わ
れ
た
。 

校
名
の
変
更
と
同
時
に
校

歌
は
う
た
わ
れ
な
く
な
っ

た
が
昭
和
五
十
三
年
三
月

二
十
日
、
当
時
村
の
有
志
と

学
校
側
の
協
力
の
結
果
、
旧

校
歌
の
曲
を
い
か
し
て
歌

詞
に
選
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。 

      


